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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 Estrogen誘発ラットprolactinomaにプロモクリ

プチン（BC）を投与し，短期投与群と長期投与群の内

分泌学的および形態学的変化を比較観察し，BCの作

用機転を検討することを目的とした．

 方法

 Wister系雌ラット35匹にestrogenを投与し
prolactinomaを誘発した．その後，第1群（control）

1G匹，第2群（BC 7日間投与）5匹，第3群一A（BC

30日投与群）10匹，第3群一B（BC60日投与群）10匹

に分け，それぞれの血清prolactin（PRL）値および

prolactinomaの組織学的変化を検索した．

 結果および考察

 1）血清PRL値の変化：BC投与により極めて早期

から低下したが，投与中止後，および第3群一Bにお

いては，投与中にもかかわらず30日頃から再上昇現象

を認めた．2）組織学的変化：光顕にてcellularityの

減少，細胞変性像（繊維増生，空胞化）がBCの投与が

長くなるに従って強くなった．電顕にて細胞内小器官

（特にゴルジ装置，粗面小胞体，ミトコンドリア）の退

縮，変性を認めた．第3三一Bでは脂肪滴，空胞も認

めた．分泌顯粒は第2群で蓄積される傾向にあったが

第3群では減少していた．Exocytosisは認めなかっ

た．第2群，第3群とも各個三間，各細胞間で変化の

程度は一様でなくモザイク状であった．

 BCの効果は短期投与ではPRL放出抑制による静

細胞効果であるが，服用長期化に従いPRL産生抑制

も加わり一部には殺細胞効果も認めるようになった．

しかし，長期投与例でも血清PRL値の再上昇が生じ

た事より，prolactinomaはBC感受性細胞とBC抵抗

性細胞の両者がモザイク状に混在しそのpopulation

によりBCの治療効果が決定されるものと考えられ

た．今後，何らかの手段によりBC抵抗性細胞をBC感

受性細胞に変換することがでぎれぽ，prolactinomaを

BCのみで根治しうる可能性があるものと考えられ
た．

 結論

 ラットprolactinomaに対しプロモクリプチンを投

与したところ，血清PRL値の低下をみた．短期投与で

ぱPRL分泌能抑制により，長期投与ではPRL分泌能

町笥のみならず，産生能抑制により血清PRL値が低

下することが形態学的所見より示唆された．
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論 文 審 査 の 要 旨

本論文は，Wister系雌ラヅトにestrogenを投与しprolactinomaを誘発し，これにブ・モクリプチ

ンを短期間および長期間投与し，両者間で内分泌学的および形態学的変化を比較観察し，短期投与は

プロラクチン分泌能を抑制し，長期投与は産生能をも抑制することを報告した学問上価値の高い論文

である．
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